
各ドリルの解答は別冊にまとめました．
考え方や間違えやすいポイントの解説付き．

巻頭付録①：麻酔で使用する薬剤の主な
特徴
各種麻酔薬の分類，一般名と，それぞれの
「利点／副作用・欠点／特徴」が一目でわかる

巻頭付録②：略語表
各略語のワンポイント解説に加えて，通称や
読み方も掲載

臨床で役立つ表を巻頭に掲載．

解答＆解説（別冊） 付　録

次ページの学習計画表を活用して，
全単元をしっかり修得しましょう

本書の構成

重要事項をまとめています
知識の整理に役立ててください

学習のチェックポイント

本書と併用することでより実践的な力を身につけられる参照書籍
「麻酔科研修チェックノート改訂第７版」との対応を示しています
※巻末（139ページ）の「麻酔科研修チェックノート改訂第７版」の目次もご参照ください

各単元で学んでほしい
内容を提示

学習目標

設問に答えて実践力UP

ドリル

学習計画表

1日目

2日目

3日目

4日目

5日目

6日目

7日目

8日目

9日目

10日目

11日目

12日目

13日目

14日目

15日目

16日目

17日目

18日目

19日目

20日目

全身麻酔の導入・これだけは！
静脈麻酔薬プロポフォール

予定日単元番号 学習の内容 自己評価・メモ
1回目 2回目

実施日

全身麻酔の維持・これだけは！
吸入麻酔薬セボフルランとデスフルラン

全身麻酔の導入と維持・これだけは！
オピオイド：レミフェンタニルとフェンタニル

全身麻酔と鎮静

五感の活用とバイタルサイン

全身麻酔関連薬剤・これだけは！
筋弛緩薬ロクロニウムと回復薬スガマデクス

麻酔関連薬剤・これだけは！
循環作動薬 エフェドリン，フェニレフリン，アトロピン

μg/kg/ 分（γ）で薬剤を投与しよう

術中輸液と輸血

気管挿管と気道管理を習得しよう

全身麻酔からの覚醒と抜管

呼吸のモニタリング

体温管理

局所麻酔と区域麻酔に慣れよう

全身麻酔中の人工呼吸：酸素化と換気を評価しよう

筋弛緩モニターを使ってみよう

麻酔中の脳波モニタリング

術前診察とリスク評価・絶飲食

術前中止／継続薬

手術室退室基準と術後指示

10 麻酔科研修20日ドリル




